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教 授 紹 介
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1 教授紹介

専⾨は地⽅財政研究の実証分析と
社会保障

様々な委員・理事を兼任
• 政府財政調査会 特別委員
• 地⽅財政審議会 特別委員
• ⽇本応⽤経済学会 理事 など

⺠間シンクタンクの経験あり
教授の中ではお若い先⽣です

教授
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ゼミでの学習
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Sセメスター：基本書の輪読
基本書の担当箇所について，スライドを
作成し個⼈で発表します。

内容に対する質疑応答・林先⽣の解説など

発表は毎回2⼈。1⼈あたりセメスター中に
2回程度発表（予定）。

税・社会保障に関する本を2冊使います。

2-1 ゼミのスタイル
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租税論
所得課税制度・消費課税制度・法⼈課税制度・資産課税制度など

財政学
地⽅財政・財政⾚字とその再建などなど

社会保障
医療保険・介護保険・公的年⾦・⽣活保護・住宅政策
失業保険・雇⽤政策・労働規制
などなど

2-2 学習の範囲
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３年Aセメスター：インゼミの準備
全員で協⼒して先⾏論⽂を読んだり統計解析をしたりします。

扱うテーマは，インゼミ先と協議の上で決定します。

先⾏論⽂や，解析の進捗などを発表してもらいます。

発表は毎回2⼈。1⼈あたりセメスター
中に1回発表（予定）

2-3 ゼミのスタイル
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※昨年度の様⼦



インゼミ
他⼤学の社会福祉や財政系のゼミと学習交流会を⾏います。
全員で協⼒して先⾏論⽂を読んだり統計解析をしたりします。

またこの成果を1本のゼミ論として
まとめます。

2-4 ゼミのスタイル
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４年Aセメスター：論⽂の持ち寄り
興味を持った学術論⽂について，スライドを作成し個⼈で発表。
財政・租税・公共経済学を中⼼に幅広く扱えます。
発表は毎回2⼈，1⼈あたりセメスター中に1回発表。

2-5 ゼミのスタイル
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通年：計量経済学及び統計ソフトの扱いについて
計量経済学の教科書を輪読、

また統計ソフトを⽤いた問題演習も⾏います。

昨年度はStata, 今年度はRを使⽤しました。

計量経済はインゼミや卒論の執筆にも

役⽴ちます。

Aセメスターは2単位の単位認定があります。

2-6 サブゼミ(任意参加)での学習
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卒論について
卒論は任意です。
もしも執筆する場合は，基本的に財政学・公共経済学に関連したもの
になります。

ゼミ合宿
例年夏休みにゼミ合宿があります！
ゼミ合宿で基本的にインゼミの基礎になる論⽂の持ち寄りをします。
(なお昨年は台⾵で、今年はコロナで中⽌に。)

2-7 卒論・ゼミ合宿について
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卒業後の進路
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3 卒業後の進路

⼤学院進学率は低め
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選 考 情 報
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4 選考情報
区分 演習

開講曜限 ⽉曜4限

募集⼈数 約10名

提出書類 • 参加申込書
• 志望動機

選考⽅法 林先⽣が書類により審査します
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そ の 他
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5 その他
飲み会について
学期終わりなどの節⽬に⾃由参加で⾏っています。

フットサル⼤会について
希望者が5⼈以上いる年はフットサル⼤会に参加します。
(この数年は参加していません。)

ダブゼミについて
軽負担なゼミですので，⾃由にしていただけます。割合的には多分例年
２~３⼈ほどです。



@hayashiseminar
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・ゼミの活動内容
・個別説明会の情報
・決まり次第詳しい選考⽅法

等々について発信予定です!
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残りの時間は2年⽣の皆さんにブレイクアウトルームに移動していただき、
少⼈数でゼミ⽣とお話ししていただく時間にします。

ゼミ選びは活動内容と同じくらい実際の空気感や⼈の様⼦を知ることも
重要だと思いますので。



20

林ゼミについての質問は勿論、勉強や就活に関する疑問等でも⼤歓迎です！

また経友会提⽰のサイクルとは無関係にお気軽にお越しいただいても
すぐに部屋に振り分けさせていただきますし（その場合はZoomの
チャットで⼀⾔下さい）、⾃由に退出していただいて構いません。

あるいは「もっと⾊々聞きたい！」と⾔う⽅は
何分でも部屋に残ってお話ししていただいても歓迎します。

折⾓の機会なので遠慮せずにゼミ⽣に⾃由に疑問をぶつけてみましょう！


